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第 19回　機電技術者意見交換会報告

建設業部会　機電技術者交流企画WG

1．はじめに

当協会の業種別部会に属する建設業部会（建設業
53 の会員会社で構成）は，会員相互の共通課題をテー
マに取り上げ事業活動を行っている。
これまで時代の要求や業界の状況を反映し，様々な
事業活動が実施されてきたが，とくに建設の生産性向
上と品質確保および環境保全といった業界普遍のテー
マに取り組むための『人づくり』，『場づくり』の企画
は，当部会の大きな柱となっている。
当意見交換会は平成 9年より昨年まで 18 回開催さ
れてきているが，第 16 回目からは当部会の中に「機
電技術者交流企画WG」を立ち上げ，意見交換会の開
催意義を再検討し，機電技術者のさらなる育成・交流
に資する活動として，討議テーマ，グループ編成，講
演内容，PR活動などの検討を行っている。
今年度は第 19 回目となり，昨年開催後の反省を踏
まえ，新たな取り組みを盛り込み開催された。
以下，第 19 回機電技術者意見交換会に関する概要
とまとめをダイジェストで報告する。
※詳細報告書は，協会のホームページ内の建設業部
会の中に，過去分を含め報告書として掲載されている
ので確認して頂きたい。

2．第 19回機電技術者意見交換会

（1）概要
①機電技術者意見交換会参加者の選出基準
……機電技術者 30 ～ 40 歳前後（会員会社で現場施工業
務が主体のグループ会社社員も含む）
②開催日時：平成 27 年 10 月 8 日（木）～ 9日（金）
③場所：国立オリンピック記念青少年総合センター
④……テーマ：あなたは機電技術者として今何を頑張りま
すか～魅力ある建設業にするために～
⑤講演会
演題 1…：「陸前高田震災復興事業について」
講　師：……清水建設㈱陸前高田市震災復興事業　機電

課長　小野澤龍介様
演題 2…：「ロボットスーツHALの開発」

講　師：……CYBERDYNE㈱　営業部門マネージャー
前川幸士様

⑥スケジュール
1日目
10：30 ～ 11：00… 参加者受付
11：00 ～ 11：30… オリエンテーション
12：30 ～ 13：45… ……自己紹介（自己アピールシート

PPTによる）
14：00 ～ 15：30… ……グループ討議（班編制メイン）
15：30 ～ 17：00… ……グループ討議（班編制シャッフ

ルVer.1）
17：30 ～… ……全体懇親会→グループ別懇親会
2日目
…8：30 ～ 10：00… ……グループ討議（班編制シャッフ

ルVer.2）
10：00 ～ 12：00… ……グループ討議（班編制メイン）

討議成果のまとめ
13：00 ～ 14：00… 講演会
14：15 ～ 16：50… 討議成果発表会＆講評
16：50 ～ 17：00… 閉会

（2）参加者
参加者は，ゼネコン，海洋系，道路，会員のグルー
プ会社から 23 社 23 名であった。
班編制は，昨年よりシャッフルする方式を取り入れ
たが，昨年度のアンケートでより多くの参加者との意
見交換を望む声が多かったことから，2回シャッフル
することとし，業種別をメイングループ（表─ 1），
シャッフルVer.1 は年代別，シャッフルVer.2 は平均
年齢別とした。

表─ 1　班編制（メイン）

班編制 人 平均年齢（歳）
1班　ゼネコン建築系 4 32.5
2 班　ゼネコン土木系 5 34.6
3 班　ゼネコン土木系 5 33.6
4 班　ゼネコン海洋系 4 32.8
5 班　道路系 5 31.8
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（3）グループ討議と成果発表
「あなたは機電技術者として今何を頑張りますか～
魅力ある建設業とするために～」という討議テーマの
もとに，参加者23名を前述した分け方で5班に編制し，
お互いの業務内容，悩みや抱えている問題点から解決
策を導き出す形で討議が行われた（写真─ 1）。
各班の成果報告シートを図─ 1～ 5に示すが，現

状の課題については概ね各班とも同じようなものが多
かったが，対策やまとめ方にはそれぞれ特徴があり，
興味深い内容である。

成果発表では，まず班のメンバー全員が壇上に整列
し，代表者が成果を発表した。その後，昨年と同様に
班員全員が一人ずつ，それぞれの考えや会に参加して
の感想を約 2分ずつ発表していくスタイルをとった
（写真─ 2）。

（4）総評抜粋（先輩方の講評）
成果発表終了後，建設業部会の各社から来られた管
理職の方々から講評をいただいているので抜粋を以下
に示す。
・……建設業における機電職員として仕事のやりがいを見

つけ，もっと自己アピールをして欲しい（能動的で
はだめ）それが機電の立場を向上させ会社に貢献す
ることになります。
・……他社の機電職員も同じ悩みを持つことを知り，コ
ミュニケーションを取る機会が大事であることを認
識したと思います。グループ討議の成果は職場に持
ち帰り上司に報告し，今後も 10 年後を見据え前向
きに仕事にあたって欲しい。
・……特許や技術論文を情報発信して，技術開発で表彰さ
れることを目標とすればやりがいや面白みにつなが
ります。
・……自社の商品や技術を好きになってもらいたい。楽し
い仕事ばかりでないが自分がつくるものの社会的意
義や価値を考えると，人がわくわくする技術に挑戦
する意欲につながります。

（5）参加者アンケート回答の分析
当意見交換会では，会の反省や次年度への参考にす
る目的で，参加者へのアンケートを毎回実施している。
アンケート項目はWGにて決定し，後日メールにて
回収した。以下に要約および図─ 6に抜粋を示す。
①参加した感想
意見交換会の開催意義を図る上で，最も直接的な設
問である参加しての感想では，有意義であったという
回答が 100％であった。また，参加前後で業務の取り
組み意識は変化したかという問いでは，大いに変化し
たとどこか変わったという回答が合わせて 83％に
登った。また，91％がこの会で得たことを社内展開し
たいと答えた（図─ 6）。以上のことからも，今後も
継続して意見交換会を開催していくべきであると確信
を得た。
②講演会について
講演会のテーマに関しては，有意義であったが
74％，まあまあであったが 26％で不満・改善を要す

写真─ 1　グループ討議

写真─ 3　ロボットスーツ HAL の装着体験

写真─ 2　成果発表
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図─ 1　第 19 回機電技術者意見交換会　成果①
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図─ 2　第 19 回機電技術者意見交換会　成果②
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図─ 3　第 19 回機電技術者意見交換会　成果③
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図─ 4　第 19 回機電技術者意見交換会　成果④
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図─ 5　第 19 回機電技術者意見交換会　成果⑤
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は 0％であった。写真─ 3は講演会で行ったロボット
スーツHALの装着体験である。
③今年度の成果
全体の感想として，有意義であったという回答が
100％であった。昨年は 4％がまあまあと回答してお
り今回の参加者にとっては良い会であったと推察され
る。その要因を考察すると以下があげられる。
・……討議時間を多くするような時間配分を計画した。
・……シャッフルを 2回にすることで，より多くの人との
交流が図られた。
・……講演に関して，プロジェクト系と未来系の中から，
時代に沿ったテーマを選定できた。
・……新聞掲載がある事で，参加者の士気が上がった。
……業界紙への取材依頼は，次年度以降も継続して行う
こととしたい。

（6）おわりに
建設業部会機電技術者交流WGでは，「育成の場」，

「交流の場」の他に「機電技術者の PR」という 3 つ
の柱を中心に検討している。第 19 回では PRの一環
として初めて業界紙への投稿を行った。また，将来の
機電技術者に向けた建設業における機電技術者の紹介
用パンフレットの製作も計画中である。
2016 年度は 10 月 13 日～ 14 日に第 20 回の節目と
なる意見交換会が開催される予定であり，更に充実し
た内容になるよう討議テーマ，講演内容等について
WGで検討を進めている。
…
… （文責　機電技術者交流WG）

図─ 6　アンケート抜粋




